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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　22年　12月24日（金）
司会者　三浦　雪枝　　　記録　貝塚　寿子　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。

＜連絡事項＞

・病院クリスマス会･･･12月25日(土)　９：３０より行われます。勤務者は、私服での参加となります。メモリアルホールへの移動もありますので、事故のないように患者様の所在確認をしていきましょう。詳しい流れは各自企画書を確認してください。

・法人忘年会･･･下記の要項で忘年会が行われます。カードケースを使用しますので各自忘れずにお願いします。

１２月２５日（土）１８：３０～（受付１８：００～）
場所　八戸パークホテル　３Ｆ　パークホテル
・節約推進・物流管理委員会よりラウンドチェックの結果が来ています。１２月は特に指摘はありませんでした。今後、今の状態を継続して行くように心掛けていきましょう。
・書初め大会･･･H２３年１月５日(水)　書初め大会が行われます。当日、参加出来ないスタッフは

Ｈ22年12月24日(金)～12月31日(金)の期間内に2階コメディカル室前で帰宅前・休憩時間を利用して書いて頂きます。テーマは「葉」「は」　です。
＜患者様連絡事項＞

・吉田　寿雄様～低血糖時の予測指示12/26～1/9まで継続となっています。これから行事も続き、食事以外の摂取もするので、高・低血糖症状に注意してください。

・小笠原　芳郎様～御家族より12/25・26の9：00～17：00に外出希望聞かれています。主治医不在の為、口頭にて指示を受けているので、月曜日にサインをもらうようにして下さい。

・上舘　ユキ様～熱感は軽減傾向ですが、内出血は拡大してきています。主治医診察にて、患部の大きな悪化は見られない為、アスモロール　1P継続処方となっています。

・谷内　愛子様～希死的発言・身体のビリビリ感訴え聞かれている為、リリカ(75)　2cap

本日夕より5日分臨時処方となっています。本日再び衝動行為見られ、一時的に部屋移動を行っています。また、リネン類も取り外しているので、本人訴え時はその旨説明を行っていきましょう。

・木ノ下　ツヨ様～本日、日赤病院受診しています。循環器科では１２月２日実施の心筋シンチ、ホルダー心電図は異常所見は認められないとのことです。眼科は次回Ｈ２３年１月２１日　９時からＰＣ（光凝固治療）のため受診となります。３０分前に来院するようにとの事なので８時３０分までに弟様が迎えに来るそうです。

＜転入患者様＞

中村　陽子様(79)

主病名：脳血管性認知症、統合失調症

合併症：狭心症、高血圧症(4検/日)

主治医：川端Dr

· ADLはほぼ介助にて行っている。立ち歩きあるも不安定で見守りが必要。

· 食事は全粥・キザミ(軽食)で自力での摂取可能。

· 義歯は上下ありで、ネーム入れは済んでいるとのこと。ケースや歯ブラシがない為、御家族への依頼が必要。

· 排泄はカバー+尿とりパットを使用している。

· 買い物カード無く、オムツは御家族へ依頼。洗濯も御家族が行っている。1回/週程度来院するも、荷物の受け渡しのみで面会しない事もあるそうなので、定期的に面会を促していきましょう。

· 介護認定中です。１０月２８日に申請をし、１１月１１日に認定調査を受けています。認定調査の結果を御家族が来院した際に確認お願いします。施設申し込みはまだしていないとのことです。

＜勉強会＞

接遇について
○「表情」と「挨拶」
患者さんが院内で不快と感じるワースト５は次のとおりです。「無表情」「無愛想」がワースト３にランクされています。言葉だけではなく、「表情」や「挨拶」も人間関係力に大きくかかわっているということがわかります。
①　待ち時間が長い
②　取次ぎが悪い、段取りが悪い
③　事務や看護師が無表情、無愛想
④　医師やスタッフの言葉使い、表現が悪い
⑤　ヒューマンエラー（実務などのミス）
・笑顔＝表情
医療における「笑顔」とは、人工的につくる笑顔であってはいけません。
自然体の中から出てくる笑顔や微笑のことを指します。患者さまへ励ましや勇気を与えることが結果となって有効性を発揮するものが笑顔であるといえます。
皆さんにはゆたかな「表情(・・)」もつことをお奨めします。会話が辛そうな患者さまには「笑顔」でコミュニケーションをとりましょう。

・表情筋
私たちの顔は皮膚に覆われて見えませんが、縦横斜めに多くの筋肉が走り、これらの筋肉は相互に作用して、口をあけたり閉じたり、また「喜怒哀楽」様々な表情を作ります。目のまわりは「眼輪筋」、口のまわりは「口輪筋」といい、これらを総称して「表情筋」と呼んでいます。
この表情筋は、使わないとドンドン衰えてきます。全く使わないよい例が「パソコン業務」でしょう。パソコンに集中しているときは完全に無表情です。ですので、事務業務に従事する人は十分注意する必要があります。
パソコンや書類を見ていても、人から声をかけられた時は相手を見るだけではなく、表情筋も動かして「ハイ」と返事をしましょう。

・さわやかな挨拶でよりよい人間関係を作る
挨拶は、人間関係をよくするための手段のひとつです。挨拶をおろそかにする人は自から人間関係を絶っているといっても過言ではないでしょう。挨拶に「笑顔」を添えることにより、相手にも自分にも心に潤いが生まれます。
あいさつの４つのポイント・・・
①自分から　②相手をみて、ハッキリと　③すべての人に　④笑顔で元気に
挨拶をする時の声のトーンの加減も大切です。不安を抱いている患者さまに対して、明る過ぎる声で話しかけていませんか？ゆっくりと穏やかな声で話しかける事ができていますか？
逆に、普段落ち着きがある方も、シーンに応じ時には華やいだ声で話しかける事も大切です。

○言葉遣い

・職場での言葉づかい

　　「用件が伝わりさえすればよい」、「言葉なんてどうでもよい」と思っている人がいるかもしれませんが、職場では友達のような話し方では通用しません。
　 いくら理屈が通っても、相手の感情を害してしまっては、肝心の用件すら伝わらないのです。
敬語の必要性・・・
①人を尊重する心
敬語は「人を尊重する」「人を大事にする」という気持ちがあって初めて心から使えるもの！
②職場の人間関係の調和
職場での人間関係は非常に複雑です。お互いの関係をスムーズにして仕事を円滑に進めていくために、敬語は必要不可欠！！
③自分自身が魅力的になる
敬語の適切な使い方がわからないと、あなた自身の知識や常識まで疑われてしまいます。

患者様を呼び捨て、ちゃん付けで呼んではいませんか？

スタッフをあだ名で呼び合ってはいませんか？

もう一度、言葉遣いについて見直してみましょう。

○身だしなみ
「仕事さえきちんとこなせば、仕事がしやすい服装で十分だ」あるいは「自分の服装なのだからおしゃれに制限なんてない」と考えている方はいませんか？

もう一度よく考えてみましょう。
あなたが医療機関で仕事をしていても、会社で仕事をしていたとしても、共通するポイントは‥。
「相手から判断される基準は“第一印象”」です。
・身だしなみは相手主体で考えましょう
「身だしなみ」と「おしゃれ」はどう違うのでしょう？

「身だしなみ」とは、仕事に相応しい服を身につけること。

「おしゃれ」は自分自身を演出することです。

仕事の場では自分が主役ではなく、「相手」が優先となりますので、自身の好みだけで選んだ服装、必要以上のアクセサリー、香りの強い香水、厚化粧などは自己主張ですから相手に不快感を与えます。医療機関で仕事をする方は、その相手は患者様であり、当然健康を害している方ですから、自分主体ではなく相手主体で考えるとすれば、香水や厚化粧（自己主張）は禁物となるわけです。
・清潔感を第一に
医療機関での身だしなみは衛生重視です。

清潔感のない身だしなみは患者様に不快感をあたえ、病院の評判をも左右してしまうことを忘れないで下さい。特に髪の毛は手が触れないよう長い髪の毛は結び、前髪も落ちてこないような工夫が必要です。医療機関の中で取り扱う手に触れるモノは院内の多くの方の手が触れています。鼻や口、目に近い髪の毛に手が触れないようにするためにも「髪の毛はまとめる」ようにしましょう。
私たち自身が「うつらない」、そして私たちの手から患者様へ「病原菌を感染させない」ことが大切です。

・印象をよくする制服の着こなし術
制服はその組織のユニフォーム、組織（病院）の顔です。
患者さんから病院の職員であることがひと目でわかりますし、職員間で一体感をもたらす役割もあります。同じ制服だからこそ「正しい着こなし方」が試されるものです。また、医療機関の身だしなみは衛生重視ですので制服も清潔でなければなりません。
ボタンが取れていたり、裾のほつれはありませんか？

自分の丈に合った制服を着ていますか？

身だしなみは、相手主体で装うことはどの仕事でも共通ですが、身だしなみのルールや目的は、対象とする相手によって異なります。どんな仕事、場面でも相手のことを考えて身だしなみを整えられる“ステキな医療従事者”だけではなく“ステキな人”を目指しましょう。
















































